
　
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
カ

ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
、
仙
台
広
域
圈

な
ど
世
界
の
六
地
域
と
と
も
に
、

岡
山
市
は
昨
年
六
月
、
国
連
大
学

　
（
東
京
）
か
ら
認
定
を
受
け
た
。

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

　
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
を
推
進
す
る
地
域
拠

点
。
Ｒ
Ｃ
Ｅ
と
呼
ば
れ
る
。
認
定

地
域
は
現
在
、
十
二
地
域
に
増
え

て
い
る
。

　
Ｒ
Ｃ
Ｅ
岡
山
の
事
務
局
は
岡
山

市
役
所
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の

一
年
、
環
境
と
国
際
理
解
を
テ
ー

マ
に
、
学
校
や
公
民
館
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
（
非
政
府
組
織
）
な
ど
四
十
六
団

体
を
重
点
組
織
に
指
定
。
活
動
費

の
助
成
や
指
導
者
の
研
修
な
ど
を

実
施
し
て
き
た
。
だ
が
、
順
調
に

広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
「
浸
透
に
は
時
聞
か
か
か
る
だ

ろ
う
が
、
私
は
岡
山
に
お
め
で
と

う
と
言
い
た
い
」
。
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
主

唱
者
で
あ
る
国
連
大
学
長
の
ハ
ン

ス
・
フ
ァ
ン
・
ヒ
ン
ケ
ル
心
八
五
）

は
笑
顔
で
語
っ
た
。
「
岡
山
に

力
も
育
ち
つ
つ
あ
る
」

　
　
こ
だ
わ
る
理
由

　
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
対
象
エ
リ
ア
は
、

複
数
の
大
学
や
研
究
所
、
博
物

館
な
ど
が
あ
る
地
域
。
そ
の
地

域
社
会
が
持
続
す
る
た
め
に
必

要
な
教
育
を
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
企
業
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
含
む
多
様
な

教
育
関
係
者
が
連
携
し
、
構
築

し
て
い
く
と
い
う
構
想
だ
。

　
　
「
山
岳
地
帯
と
平
野
部
で
は

開
発
や
発
展
の
形
が
違
う
。
だ

か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
が
持

続
す
る
た
め
の
教
育
を
ニ
ユ
ー

ヨ
ー
ク
で
作
る
の
は
不
適
切
。

モ
ン
ゴ
ル
の
人
が
、
置
か
れ
た

状
況
の
中
で
作
る
べ
き
な
の
で

す
」
。
地
域
主
義
に
こ
だ
わ
る
理

由
を
ヒ
ン
ケ
ル
は
こ
う
言
う
。

　
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

は
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
一
九
九
二
　
は
普
及
し
な
か
っ
た
の
だ
。

国
連
機
関
か
ら
各
国
政
府
に
降

を真剣に観察した「足守地区環境学習会」

想
の
一
部
は
岡
山
で
必
要
性
を
確

信
し
た
」
と
明
か
す
。

　
○
四
年
一
月
の
「
第
十
回
お
か

や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ

ト
」
。
鈴
木
は
、
環
境
教
育
に
取

り
組
む
岡
山
市
の
あ
る
中
学
教
師

の
切
実
な
声
を
聴
い
た
。
「
日
ご

ろ
の
活
動
や
成
果
を
評
価
し
て
も

ら
い
た
く
て
も
、
地
域
に
は
相
談

す
る
場
所
さ
え
な
い
Ｊ

　
Ｒ
Ｃ
Ｅ
は
、
地
域
の
大
学
な
ど

が
中
心
と
な
っ
て
、
伝
統
的
な
知

識
や
科
学
的
な
知
識
を
集
め
、
地

域
に
助
言
や
指
導
を
行
う
″
知
識

ベ
ー
ス
″
と
い
う
機
能
の
構
築
も

目
指
し
て
い
る
。

　
　
芽
　
吹
　
　
き

ま
っ
た
。
「
足
守
地
区
環
境
学
習

会
」
。
中
学
生
ら
が
水
質
や
生
物

を
調
査
。
透
明
な
ス
ジ
エ
ビ
や
ヤ

に
歓
声
が

上
が
っ
た
。

　
　
「
つ
な
が
り
だ
し
た
か
な
」
と
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
重
点
組
織
の
一
つ
足
守
中

学
校
の
校
長
・
小
野
恭
弘
宝
こ
。

昨
年
か
ら
、
学
区
内
の
小
学
校
や

十
の
環
境
団
体
に
呼
び
掛
け
、
学

校
の
環
境
教
育
を
地
域
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

へ
転
換
す
る
協
議
を
重
ね
て
き

た
。
岡
山
理
科
大
学
と
の
連
携
も

進
め
て
い
る
。

　
足
守
中
に
は
、
活
発
だ
っ
た
環

境
教
育
が
教
師
の
転
勤
に
伴
っ
て

低
迷
し
た
苦
い
経
験
か
お
る
。
「
学

校
も
地
域
か
緒
に
活
動
で
き
れ

ば
、
地
域
が
活
性
化
し
、
子
ど
も

の
学
習
の
質
も
上
が
る
」
と
、
小

野
は
考
え
る
。

四
月
二
十
二
日
。
岡
山
市
北
西
　
　
こ
の
日
の
学
習
合
に
続
き
、
シ

部
、
足
守
川
の
河
原
に
小
中
学
生

と
教
師
、
住
民
ら
約
四
十
人
が
集

失
敗
に
学
ん
だ
国
連
戦
略

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
空
き
教
室
で
地
域

の
活
動
を
紹
介
す
る
「
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
も
計
画
中
。
Ｅ

Ｓ
Ｄ
は
少
し
ず
っ
だ
が
芽
吹
き
始

め
て
い
る
。
（
敬
称
賂
）

　
　
　
　
　
　
　
＝
2
0
面
に
特
集
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